編集後記 by unknown
編
集
後
記
『
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
九
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
各
位
に
多
大
な
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
号
の
内
容
は
、
文
部
科
学
省
「
平
成
二
四
年
度
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
「
世
紀
日
本
に
お
け
る
知
識
人
と
教
養
―
丸
山
眞
男
20
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と
活
用
―
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
本
誌
で
は
「
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
略
記
し
て
い
ま
す
）
の
一
年
目
の
活
動
報
告
、
そ
し
て
本
セ
ン
タ
ー
が
従
来
行
っ
て
参
り
ま
し
た
活
動
の
二
〇
一
二
年
度
の
報
告
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
号
は
文
部
科
学
省
「
平
成
二
四
年
度
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
」
の
助
成
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
年
目
を
終
え
て
、
今
号
で
は
、
安
藤
信
廣
氏
（
本
学
教
授
）・
黒
沢
文
貴
氏
（
同
教
授
）
に
活
動
報
告
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
進
捗
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
丸
山
文
庫
所
蔵
の
福
沢
諭
吉
関
係
資
料
（
草
稿
・
速
記
稿
類
）
の
概
況
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
松
沢
弘
陽
氏
（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）
が
こ
れ
ま
で
の
調
査
を
ま
と
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。
な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
安
藤
氏
の
「「
世
紀
日
本
に
お
け
る
知
識
人
と
教
養
―
丸
山
眞
男
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
20
イ
ブ
の
構
築
と
活
用
―
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
第
二
回
定
例
研
究
会
で
ご
報
告
い
た
だ
い
た
土
合
文
夫
氏
（
本
学
教
授
）・
清
水
靖
久
氏
（
九
州
大
学
教
授
）
の
概
要
を
掲
載
し
ま
し
た
。
特
に
、
特
別
講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
清
水
氏
は
、
丸
山
文
庫
の
資
料
も
活
用
さ
れ
た
研
究
報
告
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
第
一
回
研
究
会
の
概
要
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
択
一
年
目
の
活
動
報
告
と
し
て
前
号
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果
を
他
の
研
究
者
や
関
心
の
あ
る
一
般
の
方
々
と
共
有
し
議
論
を
深
め
る
た
め
に
、
新
た
に
「
公
開
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
第
一
回
は
、
河
野
有
理
氏
（
首
都
大
学
東
京
准
教
授
）
に
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年
度
の
記
念
講
演
会
に
は
、ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
の
ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
ま
し
た
。
今
回
の
ご
講
演
で
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
私
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
、
現
代
社
会
で
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
し
活
用
す
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
か
―
―
そ
う
し
た
多
様
な
関
心
に
応
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
模
様
は
、
今
号
に
掲
載
さ
れ
た
ご
講
演
お
よ
び
参
加
者
と
の
質
疑
応
答
の
記
録
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
号
の
記
録
の
掲
載
に
お
き
ま
し
て
も
、
ご
多
忙
の
な
か
丁
寧
に
推
敲
し
て
下
さ
り
、
画
像
の
ウ
ェ
ブ
掲
載
な
ど
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
ゴ
ー
ド
ン
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
号
で
は
、
丸
山
文
庫
が
所
蔵
す
る
未
発
表
資
料
二
篇
と
丸
山
宛
吉
野
源
三
郎
書
簡
と
を
翻
刻
い
た
し
ま
し
た
。
未
発
表
資
料
の
う
ち
、「
一
九
四
七
年
度
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
原
稿
」
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
宮
村
治
雄
氏
（
成
蹊
大
学
教
授
）
に
、「
近
代
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
福
沢
先
生
（
一
九
五
〇
年
講
演
・
速
記
稿
）」
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は
同
じ
く
メ
ン
バ
ー
の
松
沢
氏
に
、
本
文
の
校
訂
と
解
説
の
執
筆
と
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
野
書
簡
の
編
集
に
際
し
て
、
竹
田
行
之
氏
（
岩
波
書
店
元
編
集
者
）
に
ご
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
竹
田
氏
は
、
今
回
の
翻
刻
の
た
め
に
度
々
丸
山
文
庫
室
ま
で
足
を
運
ん
で
下
さ
り
、
直
後
注
作
成
の
た
め
の
調
査
の
ほ
か
、
書
簡
の
翻
刻
に
求
め
ら
れ
る
配
慮
や
技
術
に
つ
い
て
ご
指
導
下
さ
る
な
ど
、
多
大
な
ご
助
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
他
方
、
本
セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告
と
し
ま
し
て
、
丸
山
文
庫
で
は
、
二
〇
一
二
年
度
に
雑
誌
を
公
開
し
、
一
部
の
非
公
開
資
料
を
除
く
ほ
ぼ
す
べ
て
の
資
料
を
公
開
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
丸
山
文
庫
顧
問
・
協
力
の
会
を
は
じ
め
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
丸
山
旧
蔵
図
書
や
音
声
記
録
、
受
講
ノ
ー
ト
な
ど
関
連
資
料
を
新
た
に
寄
贈
・
寄
託
し
て
下
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
が
学
内
外
の
多
く
の
研
究
者
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
公
開
授
業
「
共
通
科
目
「
比
較
思
想
」」
で
は
、
学
外
よ
り
吉
馴
明
子
氏
を
お
招
き
し
、
後
期
の
授
業
を
ご
担
当
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
学
の
理
念
と
も
密
接
に
関
わ
る
テ
ー
マ
の
講
義
は
、
本
学
卒
業
生
を
含
む
一
般
受
講
者
か
ら
も
好
評
で
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
本
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ら
の
活
動
が
、
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
み
な
ら
ず
、
学
内
外
の
関
連
分
野
の
研
究
に
資
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、
関
係
者
一
同
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。大
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